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ウェプ調査の科学
調査計画から分析まで
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最近多くの研究領域でウェブ調

査をもとにした研究結果が学会等

で発表されている。しかし回答者

の属性が明らかにされていないも

のも少なからずあり,研究成果を
そのまま鵜呑みにして信用しても

よいのか不安になる。今年の 8月

31日 , 9月 1日 に日本大学経済

学部で開催された第35国産業・組

織心理学会では,日頭発表39件 ,
ポスター発表13件 の合計52件の

発表のうち22件がウェブ調査に

もとづくものであった。そのうち

半数位が業者に依頼 したもので,

形だけは,性,年齢等がそろつて
いるものの,回答者が調査目的に

合った人たちか疑わしい例も少な

くなかった。本書を通じて,ウ ェ

ブ調査を正しく用いる研究者が増

えることを期待してやまない。

次に本書の内容を紹介したい。

「 1.は じめに」では,まず「総
調査誤差にもとづく接近法」につ

いて論じている。

「 2.ウ ェブ調査における標本
抽出とカバレッジの諸問題」表 2.

1で,ウ ェブ調査の種類と確率抽

出利用の有無と題して,非確率標
本にもとづく調査が 3種類,確率
標本にもとづく調査が 5種類,分
かりやすい説明文とともに紹介さ

れている。気になったのがフインタ

ーネット・アクセス率の差違の問

題で,「デジタル・ディバイ ドJに

ついて,吟味し,議論されている。

「 3.ウ ェブ調査における無回
答」は,従来の調査方式に比べて,

低い回答率と高い中断率となるウ

ェブ調査について見通しの暗い実

態を浮き彫りにして興味深い。ウ

ェブ調査を調査の素人でも自前で

実施できることおよび電子メール

による調査依頼の容易さ。手軽さ

の問題が影響していると述べてい

る。無回答の問題に処する比較的

効果のある方法の一つは,標本構
成員とのやりとりにオンライン以

外の手段を用いることかもしれ′な

いという考えが述べられていた

が,ま さにウェブ調査の問題点を

示唆していた。

「 4.ウ ェブ調査における浪1定
と設計一概論」は,ウ ェブ調査の

測定特性として,第 1に「視覚的

特性」,第 2に「コンピュータ化」,

第 3に「双方向性を用いた設計が

可能」,第 4は「ウェブ調査は分
散型であり,設計者は最終段階で
の調査票の画面表示を制御できな

いこと」,第 5は「ウェブ調査は
自記式であるということ」と5つ

の特性をあげていて興味深い。

「 5.視覚媒体としてのウェブ」
では,ウ ェブ調査票における視覚

的特性の解釈,画像の効果,視認
性の概念について論じている。

「 6。 双方向的特性と測定誤差」

では,応答的かつ機械的な機能と

して,プログレスインジケータ,自

動集計,視覚的アナログ尺度 ,′ 双

方向的なグリッド,オ ンラインに

よる説明という5つの機能につい

て論じており,得るところが多い。

「7,ウ ェブと他のデータ収集
方式における測定誤差」は,ウ ェ

ブ調査で得られた回答が,他のデ
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―夕収集方法で得られた回答とど

のように異なるかについての知見

を再検証していて参考になる。

「8.要約と結論」は,普通の書
籍ならここまででおしまいだが,

本書では重要な頁がこの後にある。

それが付録である。特に「用語集J

は有用な資料で役に立つ。その他 ,

補章として,日本におけるインタ

ーネットによる世論調査,統計調
査の現況と国内文献・海外文献が

紹介されており,本分野について

知りたい人々には,強力な支援ツ
ールとなる。本書はウェブ調査に

関心のある人々の必読書である。
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